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皆様には日頃から市政にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

本市は、平成２７年の国勢調査で人口5万人を達成し、先日、10月１日に市政を施行

するなど、現在においても人口増加と発展を続けております。 

一方で、全国的には人口減少や高齢化の進行により、地方の衰退、生活サービスの低

下が顕在化しつつあり、その対応は喫緊の課題となっています。国は、平成２６年８月

に、住宅や医療・福祉・商業などの日常生活に必要な施設を適切な場所に配置し、コン

パクトなまちづくりを進めるための法制度（立地適正化計画制度）を創設しました。 

本市でも、将来的に予測される人口減少、進行する高齢化に対応し、持続的に発展す

るまちづくりの方針を定めるため、立地適正化計画を策定することとしております。 

そこで、市民の皆様に、店舗や病院など生活に必要なサービスの利用状況や、将来の

まちづくりに関する意見をお聴きし、計画に反映させるため、アンケート調査を実施す

ることといたしました。 

なお、この調査は、満１８歳以上の住民の皆様の中から、無作為に選ばせていただい

た2,7００人の方を対象とさせていただいております。 

ご多用の折とは存じますが、調査にご理解とご協力いただきますよう、何卒よろしく

お願い申し上げます。 

          平成30年10月   那珂川市長  武末 茂喜 

 ～ ご回答にあたって ～ 
 

 

 

 

 

 

 

  

那珂川市役所  

地域整備部都市計画課土地活用・計画担当 

電 話：092-408-7994 内線442 

E-mail：tosi@city-nakagawa.fukuoka.jp  

〇 このアンケートには、封筒の宛名のご本人がお答えください。 

  ※ご本人による記入が困難な場合は、ご本人の意思に基づきご家族や代理の方がご記入ください。 

〇アンケートは、●月●日（●）までに、同封している返信用封筒で返送（切手不要）

をお願いいたします。 

〇 調査結果は、立地適正化計画をはじめとする市政全般の政策立案に活用させていた

だきます。 

〇 また、個人情報やプライバシーに関する情報が公表されることはありません。 

〇 ご不明な点などありましたら下記までお問い合わせください。 

アンケート回答前に、本紙裏面の 

「コンパクトなまちづくりについて」

をご覧ください 

将来の那珂川市のための 
コンパクトなまちづくりに関するアンケート 

ご家族やご近所の皆さまを代表して、将来のまちづくりのため

にご回答をお願いします。 



 

～コンパクトなまちづくりについて～ 

人口減少や少子高齢化により、地域の産業の停滞や、都市の財政状況の悪化が進む中で、

いかに持続可能なまちづくりを行うかが、全国的な課題となっています。 

那珂川市においても、将来的に人口減少や高齢

化が予測されるほか、歳出状況に占める民生費

（高齢者・児童福祉に関係）の割合が５年前と比

べ 10 億円以上増加しており、今後、社会保障費

の更なる増大により、市の財政圧迫が予想されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活利便性の低下やま

ちなみの悪化により、ま

ちの魅力が低下し、将来

的な人口減少の加速化に

もつながりかねません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

店舗や病院などが
撤退し、身近な場
所でサービスが受
けられない 

公共交通の減便や廃止 

 
病院に行きたいけ
どバスがない・・ 

公園や道路などの公共施設の
維持補修のための財源が確保
できない 

 
子どもを安全に遊ば

せる場所がほしい。 

空き家が発生
し、治安や景
観が悪化 

 

歳出全体に占め

る割合は 32.6％ 

歳出全体に占め

る割合は 35.7％ 
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このままだと・・・ 

将来のまちづくり 
生活に必要な施設がコンパクトな範囲に集積した「便利でにぎわい

ある拠点」を形成し、拠点同士のネットワークを強化することで、

まち全体の魅力や利便性を高めることを目指した、コンパクトなま

ちづくりを検討します。 

拠点の形成 

必要な場所に必要

な機能を誘導 

ネットワークの充実 

拠点同士や、拠点に行き

やすい公共交通の確保 

■那珂川市の人口の将来予測 

出典：那珂川町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン 
出典：那珂川市財政状況資料集 

■那珂川市の歳出の状況 
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